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12月定例県議会

十
二
月
県
議
会
の
一

般
質
問
で
、
藤
川
し
ゅ

く
子
県
議
は
、
深
刻
化

し
て
い
る
雇
用
問
題

で
、
知
事
に
対
し
労
働

者
派
遣
法
の
抜
本
改
正

に
つ
い
て
見
解
を
求
め

ま
し
た
。
知
事
は
「
派

遣
労
働
者
の
大
量
雇
い

止
め
は
、
本
県
で
五
千

人
を
超
す
労
働
者
が
職

を
失
う
な
ど
県
民
生
活

へ
の
影
響
は
非
常
に
大

」

。

き
い

と
述
べ
ま
し
た

年
末
の
労
働
相
談
体

制
に
つ
い
て
は
、
御
用

納
め
後
の

月

日
・

12

29

日
に
県
内
六
カ
所
で

30窓
口
を
開
く
と
答
弁
し

。

、

ま
し
た

藤
川
県
議
は

相
談
窓
口
に
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
を
配
置
し
生
活

保
護
の
対
応
も
で
き
る

体
制
を
求
め
ま
し
た
。

高
卒
者
へ
の

支
援
強
化
を

来
春
卒
業
高
校
生
の

就
職
内
定
は
大
変
厳
し

い
状
況
で
す
。
こ
の
問

題
で
藤
川
県
議
は
、
生

活
費
を
支
給
す
る
職
業

訓
練
手
当
を
求
め
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
基

金
事
業
で
県
や
市
町
村

の
臨
時
職
員
雇
用
を
予

算
確
保
し
す
す
め
る
と

し
た
も
の
の
、
職
業
訓

練
手
当
は
国
の
動
向
を

見
る
と
し
ま
し
た
。

保
険
証

取
り
上
げ
や
め
よ

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
で
、
県
内
に
三
二
一

人
の
短
期
保
険
証
が
発

行
さ
れ
て
い
る
問
題
に

、

、

つ
い
て

藤
川
県
議
は

高
齢
者
の
病
気
は
重
症

化
し
や
す
く
、
正
規
の

保
険
証
取
り
上
げ
は
生

命
の
危
険
に
直
結
す
る

の
で
発
行
を
や
め
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
保
健
福
祉

部
長
は
市
町
村
に
き
め

細
や
か
な
配
慮
を
促
す

と
述
べ
ま
し
た
。

施
設
づ
く
り
進
め

待
機
者
解
消
を

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
待
機
者
が
一
万
人

を
超
し
て
い
る
問
題

で
、
藤
川
県
議
は
、
県

や
市
町
村
が
公
共
事
業

で
施
設
建
設
を
す
す
め

る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。
福
祉
施
設
づ
く
り

は
、
建
設
事
業
者
の
仕

事
づ
く
り
に
な
り
、
雇

用
を
生
み
出
し
、
継
続

的
な
地
域
経
済
波
及
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。

南
相
馬
市
の
大
甕
産

廃
問
題
で
は
、
工
事
現

場
か
ら
硫
酸
塩
土
壌
の

土
砂
が
大
量
に
搬
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
住
民
の
不
安
を
払

拭
す
る
行
政
を
求
め
ま

し
た
。

一般質問する藤川しゅく子県議（１２月１１日）

佐
藤
雄
平
知
事
に
対
し
、

月
定

12

例
県
議
会
に
関
す
る
申
し
入
れ
を
行

い
、
雇
用
と
く
ら
し
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
、
エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
対
策
、
原
発

プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
つ
い
て
５
分
野
16

項
目
の
当
面
す
る
緊
急
対
策
を
要
望

し
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
度
県
予
算
編
成
に
関

、

、

し
て
は

大
型
開
発
事
業
を
中
止
し

く
ら
し
と
市
町
村
を
応
援
す
る
予
算

を
、
持
続
可
能
な
産
業
支
援
を
、
安

全
・
安
心
な
低
炭
素
社
会
を
め
ざ
す

取
り
組
み
を
の
３
分
野

項
目
を
申

34

し
い
れ
ま
し
た
。

党
県
議
団
は
、
こ
の
間
の
街
頭
労

働
・
生
活
相
談
会
や
「
派
遣
村
」
で

非
正
規
切
り
だ
け
で
な
く
正
社
員
の

解
雇
の
相
談
が
増
え
て
お
り
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
の
総
合
相
談
窓
口
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
年
末

年
始
に
行
政
窓
口
を
開
く
対
応
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。 佐藤知事に申し入れする県議団（１１月１３日）



エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ

漁
網
等
の
被
害
補
助
制
度
が
実
現

党
県
議
団
と
地
方
議
員
団
は
県
に
対
し
て
、
①
巨
大
ク

ラ
ゲ
発
生
の
実
態
を
直
ち
に
調
査
し
被
害
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
、
②
国
等
の
関
係
機
関
と
も
連
携
し
原
因
究
明
と

根
本
対
策
を
進
め
る
こ
と
、
③
巨
大
ク
ラ
ゲ
で
被
害
に
あ

っ
た
網
の
修
繕
費
の
助
成
を
行
う
こ
と
、
④
休
漁
す
る
場

合
の
何
ら
か
の
補
償
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
漁
獲
共

、

、

済
掛
け
金
へ
の
助
成
を
講
じ
る
こ
と

⑤
年
末
を
控
え
て

年
越
し
生
活
資
金
の
緊
急
融
資
を
行
う
こ
と
。
漁
協
が
行

う
融
資
へ
の
県
の
利
子
補
給
を
行
う
こ
と
を
要
望
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
県
は
、
浜
通
り
地
方
の
市
町
村
と
連
携
し
、

漁
網
等
被
害
へ
の
補
助
を
図
る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

、

、

月

日
に
は

県
漁
連
の
み
な
さ
ん
が
控
室
を
訪
れ

12

14

党
議
員
団
が
申
し
入
れ
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
、

今
後
も
漁
民
の
生
活
と
経
営
を
守
る
た
め
に
力
を
合
わ
せ

る
こ
と
な
ど
和
や
か
に
懇
談
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
福
島
県
議
団
と
相
馬
、
南
相

馬
、
い
わ
き
の
各
市
と
浪
江
町
の
党
議
員

団
（

月
４
日
）

12

月

日
の
エ
ネ
ル

11

26

ギ
ー
政
策
議
員
協
議
会

は
、

年
に
提
出
し
た

02

意
見
書

項
目
の
う

10

ち
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計

画
に
関
す
る
９
項
目
目

に
つ
い
て
協
議
。
国
の

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の

森
本
英
雄
課
長
と
原
発

所
在
地
の
遠
藤
勝
也
冨

岡
町
長
か
ら
説
明
を
受

け
、
質
疑
応
答
を
行
い

ま
し
た
。

無
責
任
答
弁
く
り

返
す
資
源
エ
ネ
庁

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

は
、
六
ヶ
所
村
再
処
理

工
場
で
行
な
わ
れ
て
い

る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
の
ガ
ラ
ス
固
化
試

験
が
来
年

月
再
開
と

10

い
う
見
通
し
に
つ
い
て

は
あ
い
ま
い
に
答
弁

し
、
ガ
ラ
ス
固
化
試
験

は
、

回
に
も
わ
た
る

17

ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
延
期

中
で
す
。
こ
の
施
設
が

動
か
な
い

と
原
発
か

ら
出
た
放

射
性
廃
棄

物
の
処
理

が
で
き
ず

原
発
サ
イ

ト
内
に
た

ま
り
続
け

る
こ
と
に

な
る
と
指

摘
。
と
こ

ろ
が
、
国

の
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
は
、
使
用
済
廃

棄
物
を
原
発
サ
イ
ト
か

ら
搬
出
す
る
か
ど
う
か

は
「
事
業
者
の
判
断
」

な
ど
と
無
責
任
な
姿
勢

を
示
し
ま
し
た
。

今
回
も
発
言
し
た
の

は
、
共
産
党
と
県
民
連

（

）

、

合

社
民
党

だ
け
で

自
民
党
は
一
言
も
発
言

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

月

日
の
エ
ネ
ル

12

18

ギ
ー
政
策
議
員
協
議
会

で
は
、

年
に
提
出
し

02

た
意
見
書
全
体
に
つ
い

て
各
会
派
の
検
討
結
果

を
報
告
し
た
の
ち
、
エ

ネ
協
と
し
て
推
進
・
慎

重
両
論
併
記
で
意
見
を

ま
と
め
、
共
産
党
県
議

団
と
し
て
も
了
承
し
ま

し
た
。

保
安
院
の
分
離
を

全
会
派
が
一
致

原
子
力
安
全
・
保
安

院
を
推
進
機
関
の
経
済

産
業
省
か
ら
分
離
す
る

エネ教で発言する宮川えみ子県議
（12月18日）

こ
と
に
つ
い
て
は
、
全

会
派
が
一
致
し
、
最
終

本
会
議
で
こ
の
意
見
書

案
は
採
択
さ
れ
ま
し

た
。共

産
党
県
議
団
は
、

①
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
と

プ
ル
サ
ー
マ
ル
は
問
題

が
あ
り
す
ぎ
る
た
め
、

慎
重
派
の
知
見
も
聞
く

べ
き

②
立
地
４
町
の

意
見
だ
け
で
な
く
広
く

県
民
の
意
見
を
聞
く
べ

き

③
国
の
検
査
機
関

の
保
安
院
を
経
済
産
業

省
か
ら
分
離
す
べ
き
、

と
主
張
し
ま
し
た
。

意
見
書
凍
結
断
念

の
自
民
党
、
知
事

に
判
断
委
ね
る

自
民
党
は
、
相
次
ぐ

デ
ー
タ
改
ざ
ん
と
ト
ラ

ブ
ル
隠
し
を
受
け
、
プ

ル
サ
ー
マ
ル
は
中
止
と

し
て
い
た
二
〇
〇
二
年

神
山
悦
子
県
議
は
、

県
議
会
開
会
中
の

月
12

日
、
来
年
度
に
ス
タ

17ー
ト
す
る
新
し
い
県
長

期
総
合
計
画
（
二
〇
一

〇
年
～
二
〇
一
五
年
）

の
５
年
間
の
計
画
案
に

つ
い
て
審
議
す
る
検
討

委
員
会
で
、

分
の
持

11

ち
時
間
で
質
問
に
立
ち

ま
し
た
。

質
問
テ
ー
マ
は
、
計

（

）

画
案
の
楚

い
し
ず
え

と
し
た
「
人
と
地
域
」

と
、
そ
れ
を
支
え
る
柱

の
「
活
力

「
安
全
安

」

心

「
思
い
や
り
」
の

」
３
本
柱
に
関
わ
り
、
特

に
知
事
が
重
点
に
お
い

た
「
子
ど
も
」
に
つ
い

「

」

て
と

県
の
産
業
政
策

の
２
点
で
質
問
。

子
ど
も
の
医
療
費

無
料
拡
充
、
負
担

軽
減
を

神
山
県
議
は
、
今
年

は
、

“
子
ど
も
の
権

利
条
約
”
が
国
連
で
採

択
さ
れ
て

周
年
に
あ

20

た
る
こ
と
か
ら
、
条
約

の
『
子
ど
も
に
最
善
の

利
益
を
』
の
観
点
で
子

ど
も
た
ち
を
支
援
す
る

こ
と
を
提
案
。
そ
の
観

点
か
ら
子
ど
も
の
貧
困

解
消
、
子
ど
も
の
医
療

費
無
料
年
齢
の
大
幅
引

き
上
げ
、
保
育
所
・
学

童
保
育
の
増
設
と
質
の

確
保
、
高
校
生
の
学
費

軽
減
を
求
め
ま
し
た
。

農
業
・
林
業
な
ど

育
成
を

さ
ら
に
、
県
人
口
が

減
少
す
る
見
通
し
に
か

か
わ
っ
て
県
の
産
業
政

策
を
見
直
す
こ
と
を
提

案
。県

の
重
点
戦
略
と
し

て
い
る
定
住
・
二
地
域

居
住
と
企
業
誘
致
を
見

直
し
、
農
業
・
林
業
な

ど
第
一
産
業
と
環
境
・

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新

分
野
に
重
点
を
移
し
、

地
域
循
環
型
・
内
需
拡

大
型
に
転
換
す
れ
ば
、

雇
用
を
創
出
し
過
疎
地

域
の
活
性
化
と
県
内
定

住
人
口
の
増
加
に
も
つ

な
が
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。な

お
、
こ
の
計
画
案

は
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

●採択された意見書

◇エコポイント制度およびエコカー補助制度の継続実施を求める意

見書

◇緊急経済・雇用対策の早期実施を求める意見書

◇「新過疎法」の制定促進を求める意見書

◇真の地方分権の確立と地方財源の充実強化を求める意見書

◇国として直接地方の声を聞く仕組みを保障することを求める意見

書

◇大型クラゲ大量発生による漁業被害の対策を求める意見書

◇原子力発電所における国の安全規制に関する意見書

（以上は全会一致）

◇高速自動車国道の整備促進と必要な財源確保を求める意見書

（共産党は反対）

●党が紹介議員になった請願・意見書 ― ３件採択 ―

党県議団が紹介議員となった新規請願のうち、

◇「専修学校への補助金増額について （ ゆきとどいた教育を求め」「

る全国署名」運動福島県実行委員会提出）

◇「盲・聾・養護学校の教育条件拡充について （ ゆきとどいた教」「

育を求める全国署名」運動福島県実行委員会提出）

◇「私学に対する運営費補助の増額を求めることについて （福島」

県私学助成を進める会提出）

の３件は採択（趣旨）されました。９月県議会に続いて新政権発足後

の新たな特徴です。

また 「所得税法第５６条の廃止を求める意見書 （福商連婦人部協、 」

議会提出 「ゆきとどいた教育を求める全国署名」運動福島県実行委）、

員会から提出された他の１１件、福島県私学助成を進める会から提出

された他の２件の合計１４件の請願は、継続扱いとされました。

一
問
一
答
で
県
の
長
期
総
合

計
画
を
質
す
神
山
悦
子
県
議

（

月

日
）

12

17

の
全
会
一
致
の
意
見
書

を
凍
結
す
る
と
主
張
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

を
断
念
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル

に
つ
い
て
は
知
事
の
判

断
に
委
ね
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。


